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背景
微生物は多彩な機能を有しているが、これら有用機能を十分に発現させ、その能力を余すことなく引き出してやる
こと（育種）が微生物の利用においては重要である。我々は、「タンパク質合成装置であるリボゾームを改変するこ
とにより有用遺遺伝子を活性化できる」という着想のもとに研究を進めてきた。その結果、タンパク質合成阻害をそ
の作用機作とする抗生物質の使用によるリボゾームへの選択的な変異導入および変異型リボゾームによる潜在機能活
性化技術（リボゾーム工学）を確立した。

技術の特徴
（1）リボゾーム攻撃性の抗生
物質に対する耐性株を取得する
ことにより、特定のリボゾーム構
成因子に（タンパク質あるいは
RNA）簡便に変異を導入する技
術を確立した。放線菌における
抗生物質生産をモデルとした評
価系では、ストレプトマイシン
（str）、ゲンタミシンおよびチオス
トレプトンに対する耐性変異の
導入が、その生産性の増大に有
効であった。

（2）リボゾーム変異とは独立し
て、RNAポリメラーゼにおける特
定の変異（rif）も微生物機能を活
性化することを見いだした。さら
には、リボゾーム変異とRNAポ
リメラーゼ変異が相乗的に働くこ
とも明らかにした。

（3）薬剤耐性の導入という簡
単な手法を用いるため、有用菌
の育種が短期間のうちに効率的
に行える。

微生物機能（有用物質生産etc.）の活性化

今後の展開
本手法による、有用物質生産菌、環境改善微生物（毒物分解菌）などの育種が期待される。また、リボ

ゾーム改変による超効率的な生体外タンパク質合成系の開発も期待できる。
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